
 

 

     

一
般
財
団
法
人
セ
ブ
ン
－
イ
レ
ブ

ン
記
念
財
団
の
「
２
０
１
７
年
度
Ｎ

Ｐ
Ｏ
基
盤
強
化
助
成
」
に
応
募
し
、

採
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
（
「
荒
木
川
流
域
の
自
然
循
環

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
」
に
も
と
づ
き

応
募
。
三
年
間
の
助
成
） 

 

荒
木
川
は
、
国
東
市
安
岐
町
を
流

れ
、
そ
の
流
域
に
は
会
員
で
有
機
Ｊ

Ａ
Ｓ
認
定
事
業
の
「
社
会
福
祉
法
人

共
生
荘
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
三
角
ベ
ー
ス
・
自
然
農
園
」
が
あ

り
ま
す
。
三
角
ベ
ー
ス
さ
ん
に
現
地

事
務
局
を
お
願
い
し
、
地
元
の
み
な

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
荒
木
川
流
域

の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

動
き
出
し
て
い
ま
す
。 

 

荒
木
川
流
域
は
、
源
流
か
ら
河

口
・
海
ま
で
わ
ず
か1

0k
m

の
圏
内
に 

     

あ
り
、
山
・
里
・
川
・
海
の
自
然
循

環
機
能
を
思
考
で
は
な
く
、
１
日
で

実
際
に
巡
っ
て
体
感
で
き
る
と
い
う

恵
ま
れ
た
地
理
的
条
件
に
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、「
ク
ヌ
ギ
林
と
た
め
池
が
つ

な
ぐ
農
林
水
産
循
環
」
を
謳
う
国
東

半
島
宇
佐
地
域
世
界
農
業
遺
産
と
し

て
の
要
素
も
全
て
備
え
る
地
域
で
す
。

し
か
し
、
過
疎
高
齢
化
・
担
い
手
不

足
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
は
じ
め
、
荒
木

川
流
域
の
大
も
と
で
あ
る
源
流
域
を

中
心
に
元
気
が
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。 

こ
う
し
た
課
題
を
単
に
源
流
域
の

問
題
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
流

域
全
体
で
解
消
し
て
い
く
た
め
の
方

策
を
考
え
、
解
決
し
、
地
域
に
活
気

を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
活
動
で
す
。 

ま
た
、
荒
木
川
流
域
の
生
き
も
の

を
知
り
、
豊
か
な
自
然
が
描
き
出
す

美
し
い
農
村
風
景
の
中
に
、
地
域
へ

の
誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
も
重
要
な

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                 

                        

一
般
財
団
法
人
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
の 

「
２
０
１
７
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
盤
強
化
助
成
」
に
よ
り 

荒
木
川
流
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す 

↑源流域の耕作放棄地（左）を借り、田植えの準備が整ってきました（右）。 

↑５月３１日の「荒木川のほたるを見る会」に５６名が参加。    ↑川向うの耕作放棄地（段々畑）を再生しています 

monchong
タイプライタ
 1




 

 

                                    

                                    

                        

monchong
タイプライタ
2



